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「元画像：RETRIP（chachamaru5氏）」
https://rtrp.jp/items/26736940/
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PHASE  2・3

⚫

⚫

絶景に時限？日本一美しい村「中川村」も対象に。

最先端・CO2削減サービスの今
知って得する特集



STRUCTURE



SUSTAINABILITY



PROBLEM

日本では気候変動の緊急性に対する理解が十分にな

く、対策の必要性を感じる機運がない。そのため

個々人の行動次第で状況が変わる認識と、今すぐ”行

動しなければいけない”と共感する事実を伝える必要

がある。

KEY FACT

日本の文化と密接にある“四季”。気候変動の影響で

“四季が消滅する”と予測されており、日本各地の

“ 四季折々の絶景“も無くなる未来がある。

IDEA

四季の消滅で姿を消してしまう“四季折々の絶景”を

保護対象として遺産認定、国際的環境保護団体の下

「時限絶景遺産」プロジェクトを設立。 絶景が姿を

消すと予測される日に向かってカウントダウンが進

む時計塔を各都道府県の絶景エリアに設置。

ACTIONS

「守ろう・時限絶景遺産」キャンペーンを実施。各

都道府県が環境問題へ積極的に取り組む企業パート

ナーを募集し、共に各エリアの時限絶景遺産を守る

ための公約を掲げる。エリア内で企業のサービスを

推進し、現地や日常で利用することが気候変動対策

及びカウントダウンの進行阻止に繋がると発信。

ACTIONS

毎年環境の日に成果発表を実施し、優れた活動を

行った自治体や企業を表彰。世の中的な活動への

評価を高め、気候変動ビジネスを推進。「時限絶

景遺産」は新たな観光資源になりながら、日本・

世界に発信すること自体が気候変動問題の認識・

態度変容を起こすきっかけになる。

PROJECT STRUCTURE

環境省、気候変動科学専門家、国際的環境保護団

体、各都道府県の地方自治体、企業

“時限絶景遺産”を取り巻く 生活者・企業・自治

体全ての行動が、生活や経済の活性化に繋がりな

がら気候変動対策のアクションになる。

CHALLENGE

「守ろう・時限絶景遺産」キャンペーンを通して

対策をしなければならないという緊急性、一人一

人の行動が「対策」に繋がる実感、そしてその機

運をつくることで気候変動対策の浸透を目指す。

社会貢献機会

気候変動対策ビジネスの推進

商品の提供機会

商品と出会う機会

観光資源を守る機会

観光商圏の活性化機会


